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の軽い粒子に崩壊する為であるとされる。最後に上に求めた微分万程式の数値計算をお乙ないー S U(5) 
模型の場合の秩序パラメタの時間発展を調べている。それによると，摩擦がやや小さすぎて，物理的な
S U(3)x S U(2)x U(l}対称性をもっ状態にスムーズに移行しない。
阪上君が研究したインフレーション宇宙の再加熱機構の問題は，このシナリオの成否にかかわる重要
な問題である。従来の研究では，最も重要な摩擦係数がパラメタとして導入されて解析されており不充
分であった。それを大統一理論という第 1 原理から出発して計算してみせたという点に乙の論文の価値
がある。代表的な大統一理論である S U(5膜型では摩擦が小さくですぎるので，インフレーション模型
としては不充分な点もあるが，述べられた処方は他の模型を検討する可能性を有している。あるいは著
者も述べているように最終段階で熱的摩擦が効くかも知れない。その意味では，インフレーション宇宙
の再加熱の問題は乙の論文で解決しきっているわけではないが，その機構をほぼ解明したといってよい口
以上の内容を見るに，本論文はインフレーション宇宙シナリオの最も基本的な問題に関する重要な分
析を行った点で理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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